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【地域内フィーダー系統】
系統名：おきタク
運行事業者：株式会社赤湯観光タクシー、
有限会社やまばと観光ハイヤー、
宮内南陽タクシー有限会社、辻自動車株式会社 ４社
対象者：沖郷地区の60歳以上の方
運行時間：平日8時～17時
運行範囲：自宅⇔おきタク乗り場（医療機関、商業施設、金融機関、公共機関）
利用料金：1回500円（片道利用）
利用方法：登録カードを取得し、前日予約

合併状況：昭和42年4月1日に赤湯町と宮内町と和郷村が合併
人口：29,856人（令和5年1月1日現在） 面積：160.52㎢
高齢化率：約34.5％ 10,328人（令和4年12月31日現在）
協議会開催数：2回（令和3年度実績）

【実施状況等】

令和元年10月から「おきタク」の運行を開始し、年々利用者数（運行便数）が伸びている。高齢者
の日常の移動手段を確保する有効かつ効率的な取組がなされている。

【目標】
年間利用者数 3,000人以上
南陽市負担額 200万円
収支率 40.0％

【効果】
沖郷地区の60歳以上の方の日常の移動手段が確保できる。

対象地域の沖郷地区は昭和61年から「沖郷市民バス」を運行していたが、平成
9年に廃止し、公共交通空白地域となった。

沖郷地区の高齢者の日常の移動手段を支える手段として、乗用タクシーを活用
した持続可能な公共交通システムの構築を目的とする。

【実績】 （達成率33%） 〔内訳〕 A ：１件、B ：１件、C ：１件
・年間利用者数
【目標値】3,000人以上／年 【実績値】3,143人／年 【達成率】104.7％ 【評価】A
・南陽市負担額
【目標値】200万円 【実績値】201万円 【達成率】99.5％ 【評価】B
・収支率
【目標値】40.0％ 【実績値】51.9％ 【達成率】77.0％ 【評価】C

※評価の判定基準 ・A⇒目標達成100%以上 ・B⇒目標達成80%以上100%未満
・C⇒目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満）

令和４年度からの新規補助対象系統のため、前回事業評価なし。

引き続き、利用者の動向を把握し、高齢者の日常生活に必要不可欠な移動手段の確保するととも
に、効率的な運行体系の実現を図る。

沖郷地区地域公共交通運行協議会（事務局：沖郷公民館）
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